
を服用される患者さんへ

裏面もお読みください

小倉記念病院 副院長 循環器内科 主任部長  安藤 献児 先生

このお薬は心筋の異常な収縮を抑えたり、
心臓の血管を広げて血流量を増やす作用があります。

次のような方は服用される前に主治医または薬剤師に
お伝えください
●以前に薬や食べ物で、かゆみ、発疹などのアレルギー症状が
出たことがある方

●うっ血性心不全がある方
●刺激伝導障害（房室ブロック、洞房ブロック）、洞性徐脈（心拍数
の減少）、QT延長がある方

●妊娠または妊娠している可能性がある方、授乳中の方
●他に薬などを使っている方

監 修

ベプリジル塩酸塩錠「TE」を服用される前に



●主治医の指示に従って正しく服用してください。

●飲み忘れた場合は、気がついた時にできるだけ早く1回分を飲んで
ください。ただし、次の服用時間が近い場合は、1回飛ばして次の
服用時間に1回分を飲んでください。
絶対に2回分を一度に飲んではいけません。

●このお薬の使用中は、定期的に心電図、脈拍、血圧、胸部X線
などの検査が行われます。

●必要に応じて血液検査が行われることがあります。

●このお薬の副作用には徐脈、動悸、頭痛、めまい、ふらつき感、
吐き気、胃部不快感、腹部不快感、食欲不振、下痢、便秘、胸やけ、
口渇、発疹、倦怠感、排尿障害、発熱、胸部不快感、ほてりといった
症状があります。

上記のような症状を感じたら、主治医または薬剤師にご相談
ください。

●特に動悸、息切れ、めまいを感じたら、すぐに主治医にご相談
ください。

●上記以外でも気になる症状が出た場合は、主治医または薬剤師
にご相談ください。
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服用について

服用中は以下のことに注意してください

主治医から指示される診察・検査は定期的に受けてください


